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毎月1回1日発行

今月の表紙 

応援ありがとうございました！（11月17日　ふくしま駅伝）

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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功績功績ををたたえたたえてて

浪江町名誉町民顕彰式浪江町名誉町民顕彰式
第4141回浪江町功労者表彰式回浪江町功労者表彰式
11月３日の文化の日にあたり、浪江町名誉町民顕彰式・第41回浪江町功労者

表彰式が二本松御苑（二本松市）で行われました。

式では、本町出身の民謡歌手として郷土の名誉を著しく高められた原田直之

さんへは町長から浪江町名誉町民称号が贈られ、各般にわたって地域振興に貢献

された方や今回震災で当町に援助をいただいた方々へは表彰状が贈られました。

なお、名誉町民の称号が贈られた原田直之さんと、受章者代表の叶谷守久さ

んより謝辞が述べられました。

受章者は次のとおりです。（名誉町民称号贈呈１名、特別功労表彰５名、功労

表彰14名、善行表彰31名）

���

�
�
��

�
�
�
�
�
�
��
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

	
�
	
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



浪
江
町
名
誉
町
民

浪
江
町
名
誉
町
民

功
労
表
彰

善
行
表
彰

（
敬
称
略
）

浪
江
町
名
誉
町
民

浪江町名誉町民顕彰式
第41回浪江町功労者表彰式

町民の皆さんへ

浪
江
町
長
　
馬
　
場
　
　
　
有

安
達
太
良
山
頂
に
冠
雪
を
見
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
避
難
先

で
の
３
回
目
の
師
走
を
迎
え
、
ご
心
痛
い

か
ば
か
り
か
と
思
う
と
自
然
に
涙
腺
が
ゆ

る
み
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
町
の
復
興
拠
点
を
本
庁

舎
に
移
し
一
部
の
職
員
を
配
置
し
災
害
復

旧
の
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
公
共
事
業
第

１
号
と
し
て
請
戸
漁
港
復
旧
工
事
に
着
手

し
、
今
後
順
次
上
水
道
、
道
路
補
修
等
復

旧
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
県
内
に
災

害
公
営
住
宅
を
建
設
す
べ
く
避
難
先
自
治

体
・
県
と
一
体
と
な
り
用
地
の
選
定
等
に

鋭
意
努
め
て
お
り
最
終
局
面
に
入
っ
て
お

り
ま
す
。
賠
償
に
つ
い
て
も
賠
償
紛
争
審

査
会
に
動
き
が
で
て
き
ま
し
た
が
、
予
断

で
き
ま
せ
ん
の
で
町
民
の
方
々
の
「
生
活

支
援
」「
生
活
再
建
」
に
む
け
て
国
・
東
京

電
力
に
対
し
要
請
・
要
求
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

更
に
、
今
年
は
い
く
ら
か
前
に
進
む
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
地
元
で
の
事
業
再
開

（
４
事
業
）、
伝
統
・
芸
能
の
復
活
、
各
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
の
活
躍
、
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン

プ
リ
で
浪
江
焼
麺
太
国
が
１
位
の
ゴ
ー
ル

ド
グ
ラ
ン
プ
リ
の
栄
冠
を
獲
得
し
浪
江
町

を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
私
達
に

と
り
希
望
と
勇
気
を
与
え
る
も
の
で
一
筋

の
光
が
見
え
ま
す
。
来
る
年
が
浪
江
町
民

に
笑
顔
が
戻
り
、
元
気
が
で
る
年
に
な
る

よ
う
念
願
し
、
良
き
お
正
月
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
を
ご
祈
念
し
挨
拶
と
し
ま
す
。
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みんなで

ともに
乗り越えよう
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浪江町を復興していくためには、町民

の生活再建・健康管理、インフラの復旧、

賠償問題、絆の維持など多くの課題があ

ります。

その中で、町がどのような取り組みを

しているのかをお知らせします。

������������������

と　き 2014年1月12日（日）
安達文化ホール
受付10時　開式11時

問　教育委員会事務局生涯学習係　　　0243（62）0304TEL

ところ祝 成人式
成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。

成人とは、大人として社会的責任を負う節目を意味する大切なときです。

町では、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福しています。

はたちの旅立ち
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いつかためになる

法 律 知 識
Vol.2

町民の皆さんから
よくいただく質問

弁護士　井
産業・賠償対

（所属：第二東

原発賠償に関して知っておきたい大事なポイントの

解説と、日々の生活で問題が起きた際に迷わず対応す

るための予備知識をお伝えしていくコーナーです。

今回は、原発事故による損害賠償請求の紛争解決機

関である原子力損害賠償紛争解決センター（次からは「セ

ンター」と省略して記載します）に、町民の皆さんか

らよくいただく質問をぶつけて回答してもらいました。

もっと詳しく知りたい方は、「広報なみえお知らせ版

（10月15日発行）」折込のチラシもあわせて読んでみて

ください。
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みんなでともに
乗り越えよう
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な
みえ
な
みえ

大堀小学校・苅野小学校
10月20日（日）

会場：国立磐梯青少年交流の家　参加人数：111名

大堀小学校

苅野小学校
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な
みえ

10月に町内の小中学校ごとに開催し

た子ども家族交流事業は、総勢213名

に参加をいただきました。久しぶりに

友だちと再会した子どもたちは、笑顔

いっぱいでレクリエーション活動と創

作活動に取り組みました。交流会に参

加した子どもたちの活動の様子と感想

をご紹介します。

な
みえ

家族交流事業

浪江小学校・浪江中学校
10月14日（祝・月）

会場：国立磐梯青少年交流の家　参加人数：102名

　教育委員会事務局生涯学習係　　0243（62）0304

子 ど も

浪江小学校

浪江中学校
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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①入国ゲートに
並ぶ来場者

②サポート麺バーの阿部さんは、浪江町とＢ－
１グランプリをPRするため、東京から豊川ま
で自転車で20時間以上かけて走破しました。

③浪江小学校「こども太
使」からのメッセージを
会場に展示しました。

④ＮＹＴＳが「なみえ
焼そば体操」を披露
しました。

⑤来年のＢ－１グラン
プリは、郡山市で開
催となりました。

 
 

 50年以上前「安い食材で腹いっぱいになってもらい
たい」という思いがこのメニューを生み出した。太い
中華麺、具にもやしと豚肉を使うのが基本。

「なみえ焼そば」の定義

●●太い中華麺を使う

●具はもやしと豚肉のみ

●ソース味を基本とする

浪江焼浪江焼麺太国
Ｂ−1�1�グラングランプリ�in�豊川

ゴールドグラゴールドグランプリ受賞

浪江焼浪江焼麺太国
Ｂ−1�1�グラングランプリ�in�豊川

ゴールドグラゴールドグランプリ受賞

①

②

④

⑤

③

����

浪
江
焼
麺
太
国
の
皆
さ
ん
か
ら
一
言

11
月
９
、
10
日
に
愛
知
県
豊
川
市
で
開
か
れ
た
Ｂ
︱
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
豊
川
で
浪
江

焼
麺
太
国
は
念
願
の
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
も
、

麺
バ
ー
は
古
里
へ
の
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
て
﹁
ま
ち
お
こ
し
﹂
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

町
民
の
﹁
心
の
復
興
﹂
や
避
難
生
活
な
ど
現
状
の
﹁
風
化
防
止
﹂
を
目
的
に
活
動

し
、
今
年
は
﹁
ま
ち
お
こ
し
﹂
か
ら
﹁
ま
ち
の
こ
し
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
Ｂ
︱
１
グ
ラ
ン

プ
リ
４
度
目
の
出
展
で
見
事
な
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
浪
江
小
学
校
﹁
こ
ど
も
太
使
﹂
の
絵
画
な
ど
も
持
参
し
、
太
国
の
皆
さ

ん
ほ
か
、
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
提
供
店
の
皆
さ
ん
、
福
島
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
総
勢
約
70
人
で
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

●

●

●

浪
江
焼
麺
太
国
太
王

八

島
　
貞

之
さ
ん

ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
で

き
た
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
の
お
か
げ
で
す
。
復
興
す
る
ま

で
は
長
い
道
の
り
で
す
が
、
諦
め
ず

に
県
、
町
と
一
体
と
な
っ
て
必
ず
古

里
を
取
り
戻
す
た
め
の
活
動
を
継
続

し
ま
す
。
そ
れ
が
、
皆
さ
ん
へ
の
恩

返
し
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

阿
久
津

雅

信
さ
ん

浪
江
町
を
誇
れ
る
活
動
と
な
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

橘

　
弦
一
郎
さ
ん

願
い
や
思
い
は
あ
き
ら
め
ず
に
頑

張
れ
ば
必
ず
叶
い
ま
す
！

周

原

仁
さ
ん

ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得
し
ま

し
た
！
こ
れ
か
ら
も
町
の
現
状
を
伝

え
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
！

瀧

　
真

琴
さ
ん

み
ん
な
大
変
な
中
が
ん
ば
っ
て
来

た
の
で
、
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
の

受
賞
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

渡

部
　
昌

平
さ
ん

こ
こ
ま
で
出
来
た
の
も
サ
ポ
ー
ト

の
方
々
の
お
陰
で
す
。
感
謝
！

渡

邉
　
太

一
さ
ん

全
て
の
方
へ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

井
戸
川
　
将

吾
さ
ん

　
す
べ
て
の
方
々
へ
感
謝
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

松

下
　
徳

弘
さ
ん

こ
の
受
賞
が
、
同
じ
故
郷
を
思
う

人
の
こ
れ
か
ら
の
心
の
「
向
き
」
を

決
め
る
一
助
に
で
も
な
れ
ば
幸
い
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

前

司
　
昭

博
さ
ん

多
く
の
方
に
「
あ
り
が
と
う
」
と

伝
え
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
太
麺
で

「
福
島
・
浪
江
」
の
為
に
、
想
い
を

繋
ぎ
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

田

河
　
朋

裕
さ
ん

心
の
底
か
ら
感
動
で
き
る
場
面
に

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
一
生
の
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。

高

橋
　
正

也
さ
ん

応
援
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
す

る
と
同
時
に
、
今
ま
で
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

浅

見
　
公

紀
さ
ん

町
民
と
し
て
活
動
で
き
る
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支

援
に
感
謝
し
ま
す
。

焼麺太国浪江焼麺太国
Ｂ−1� ンプリグランプリ�in��in�豊川豊川

ランプリ受賞ゴールドグランプリ受賞

麺太国浪江焼麺太国
Ｂ−1� ンプリグランプリ�in��in�豊川豊川

ランプリ受賞ゴールドグランプリ受賞
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ありがとう
ございました

>ありがとうございました
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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ありがとう
ございました

>

岡山県浅口市長栗山康彦様から、市のイ
ベントで募った募金を、町へ復興支援金と
していただきました。

大原恵子様（岩手県）から、イベントで
募った募金を、町へ義援金としていただき
ました。義援金は、子どもたちのために大
切に活用させていただきます。

「救世軍」様から、町へウォーターサー
バー、備蓄品（乾パン、保存水）などを寄
贈いただきました。
※救世軍：イギリスに本部を置き、現在、
世界126の国と地域で活動する国際的な
キリスト教（プロテスタント）の団体です。

浪
江
町
芸
文
協
に
加
盟
し
て
い
る
「
浪

江
町
菊
の
会
」
の
天
野
茂
様
か
ら
、
町
へ

菊
の
花
を
昨
年
に
続
き
貸
し
出
し
て
い
た

だ
き
、
役
場
二
本
松
事
務
所
町
民
ホ
ー
ル

に
11
月
末
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第41回浪江町功労者表彰式で功労表彰を
受章された笠間薫子様（神奈川県）から、
町へ義援金をいただきました。

東京福島県人会様から、町へ義援金をい
ただきました。

ジョイライフさやま様（埼玉県狭山市）
から、町へ義援金をいただきました。
（10月13日には、埼玉県狭山市おいて「福

島原発被災地復興支援フェスタ
201３」が開催され、勇壮な相馬
野馬追の武者行列やせんだん太鼓
の披露、またなみえ焼きそばの出
店もあり、参加された皆さんは郷
土色豊かなイベントを楽しんでい
ました。）

ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました

日本ボランティア会様から、町へ義
援金をいただきました（今回で４回
目）。また、本「あの日あのとき」も
寄贈いただきました。

浪江町戦没者追悼式・慰霊祭

　　

11月７日、二本松市のほうりん斎場におい

て、４年ぶりに浪江町戦没者追悼式・慰霊祭

が開催されました。

斎場では、来賓・遺族合わせて約100名の

参列者により、800有余柱の御霊をご慰霊し

ました。

浪江町戦没者追悼式・慰霊祭は２年毎に開

催していましたが、平成21年11月に開催した

のを最後に、平成23年度は震災のため見送り

となっていました。
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第30号」への
感想をお寄せください。

● 第30号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛

FAX.0243（22）4218
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浪江のこころ通信

震
災
後
、
３
月
22
日
ま
で
一
緒
に

避
難
し
て
い
た
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
最

後
の
利
用
者
さ
ん
を
無
事
家
族
へ
送

り
届
け
て
利
用
者
支
援
を
終
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
生
活
不
活
発
病

予
防
の
た
め
に
１
次
避
難
所
の
体
育

館
に
「
ゲ
リ
ラ
体
操
だ
！
」
と
言
っ

て
訪
れ
皆
さ
ん
と
体
操
を
し
た
り
、

入
浴
や
通
院
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

２
次
避
難
所
で
も
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
ず
っ
と
体
操
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
避
難
先
各
所
に
お
い
て

高
齢
者
や
障
が
い
者
支
援
の
事
業
を

展
開
し
、
昨
年
４
月
南
相
馬
市
に
「
サ

ラ
ダ
農
園
」
を
開
設
し
て
無
農
薬
野

菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
方

が
応
援
し
て
く
れ
て
、
多
い
時
に
は

月
に
１
０
０
人
程
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
来
て
く
れ
ま
す
。
遠
く
は
九
州
、

外
国
の
方
や
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
ま
す
。

忘
れ
な
い
で
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
と
感
謝
の
気
持
ち
を
申
し
上
げ
て

農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
私
達
の
法
人
の
活
動

を
ま
と
め
た
映
像
を
見
な
が
ら
１
時

間
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
帰
っ
て
か
ら

伝
え
て
く
れ
る
の
は
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
来
て
も
ら
う
こ
と
で

初
め
て
わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

全
国
か
ら
野
菜
を
買
い
た
い
、
販
売

す
る
か
ら
送
っ
て
ほ
し
い
な
ど
沢
山

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
す
。

何
も
し
て
い
な
い
農
地
は
荒
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
美
し
い

風
景
は
農
家
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。

原
発
か
ら
20
㎞
圏
内
で
試
験
栽
培
を

す
る
に
あ
た
っ
て
、
県
が
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
ま
め
に
し
て
く
れ
、
ず
っ
と

デ
ー
タ
を
取
り
な
が
ら
町
と
も
協
力

体
制
で
進
め
て
い
ま
す
。
鶏
卵
に
つ

い
て
は
許
可
を
得
て
南
相
馬
の
道
の

駅
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

放
射
性
物
質
は
不
検
出
で
と
て
も
お

い
し
い
卵
で
す
。

避
難
生
活
で
体
が
弱
っ
た
り
気
持

ち
が
内
向
的
に
な
り
が
ち
な
の
で
、

二
本
松
や
本
宮
の
仮
設
の
方
に
呼
び

掛
け
て
、
こ
こ
浪
江
の
農
地
に
来
て

も
ら
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
や
草
む
し

り
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
「
気
持
ち
が
清
々

し
て
い
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た

り
、
道
を
通
る
人
が
寄
っ
て
く
だ
さ

り
、
「
畑
が
綺
麗
に
な
っ
て
い
る
の

を
見
る
と
心
が
洗
わ
れ
る
」
と
も
言

わ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
は
綺
麗
じ
ゃ
な
き
ゃ
だ

め
だ
と
思
い
ま
す
。
帰
っ
て
き
た
人

に
ふ
る
さ
と
は
綺
麗
だ
と
思
っ
て
も

ら
う
た
め
に
春
に
向
け
て
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
６
、
６
０
０
個
を
畑
に
植
え
る
予

定
で
す
。「
花
は
人
を
呼
ぶ
」
で
す
ね
。

今
や
っ
て
い
る
こ
と
は
や
め
れ
ば
終

わ
り
だ
け
ど
、
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
な

い
か
ら
や
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

糸
口
を
探
し
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

価
値
観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

自
立
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は

頑
張
る
姿
を
見
せ
る
の
が
大
人
だ
と

思
い
ま
す
。
次
の
世
代
に
責
任
を
持
っ

て
繋
い
で
い
く
努
力
を
し
な
き
ゃ
い

け
な
い
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

川村さんは、ご家族と離れて南相馬に１人で暮らして
います。特定非営利活動法人Ｊｉｎ代表として高齢者の
ための「サポートセンター」や各種障がい者福祉サービ
ス事業を運営しながら、県・町の協力を得て町内で養鶏
と農作物の試験栽培を行っています。今後は、畑にチュー
リップなどを植えて、皆さんにふるさとは綺麗だと思っ
てもらえるようにしていきたいとおっしゃいます。

▲町内の試験栽培場にて（幾世橋）

川村　　博さん（幾世橋）
取材者：浪江町役場　舛田・鴫原
取材日：11月７日

ふるさとを次の世代に繋ぎたい
福島県
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今泉　翔太さん（川添）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：11月９日

甲子園の先導役を務めた思い出を胸に、
夢に向かって

■
野
球
を
続
け
る
た
め
に
、
福
島
東

高
に
転
校

２
０
１
１
年
３
月
11
日
は
中
学
校

の
卒
業
式
で
、
地
震
が
起
き
た
時
に

は
家
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
母
は
祖

母
と
妹
を
連
れ
て
車
で
出
か
け
て
お

り
、
家
に
は
僕
と
父
、
そ
れ
か
ら
祖

父
も
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
の

一
部
が
壊
れ
ま
し
た
が
僕
た
ち
は
無

事
で
、
そ
の
夜
は
近
所
の
人
た
ち
と

一
緒
に
焚
火
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

車
の
中
で
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
朝
、
母
の
実
家
の
あ
る
6
尾
村
に
、

家
族
６
人
と
近
所
の
人
た
ち
３
世
帯

で
避
難
し
、
３
日
間
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
島
市
の
あ
づ
ま
運
動
公

園
の
避
難
所
に
３
〜
４
カ
月
い
て
、

そ
れ
か
ら
市
内
荒
井
の
借
上
げ
住
宅

に
移
り
ま
し
た
。
避
難
所
の
生
活
は

本
当
に
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

僕
は
福
島
県
立
双
葉
高
校
に
進
学

が
内
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
避
難
先

の
福
島
市
に
あ
る
福
島
東
高
校
の
転

入
試
験
を
受
け
て
転
校
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
小
学
校
の
時
か
ら
中

学
校
ま
で
ず
っ
と
野
球
を
し
て
い
ま

し
た
し
、
何
と
か
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
野
球
部
に
入
部

し
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
を
任
さ
れ
、

３
年
生
に
な
っ
た
今
年
の
春
は
東
北

大
会
ベ
ス
ト
４
、
夏
は
県
大
会
ベ
ス

ト
４
に
な
り
、
い
い
成
績
を
残
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

■
甲
子
園
の
思
い
出
は
強
烈
で
す

福
島
東
高
ナ
イ
ン
は
残
念
な
が
ら

甲
子
園
出
場
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
夏
の
全
国
高
校
野
球
大

会
の
開
会
式
と
始
球
式
に
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
３
県
か
ら
地
方
大
会

で
活
躍
し
た
高
校
球
児
３
人
が
選
ば

れ
、
僕
は
甲
子
園
で
の
開
会
式
の
先

導
役
を
務
め
ま
し
た
。

と
も
か
く
、
初
め
て
味
わ
っ
た
物

凄
い
緊
張
感
で
し
た
ね
。
周
り
の
観

客
の
声
援
は
、
僕
が
こ
れ
ま
で
に
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
も
の
で

し
た
。
甲
子
園
球
場
は
ス
タ
ン
ド
が

高
く
て
、
球
場
全
体
に
囲
ま
れ
て
い

る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

■
社
会
を
担
う
若
者
と
し
て
活
躍
し

た
い

来
年
春
、
埼
玉
県
内
の
大
学
に
野

球
推
薦
で
進
学
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
大
学
の
野
球
部
は

関
甲
新
学
生
リ
ー
グ
に
加
盟
し
て
お

り
、
選
手
と
し
て
こ
れ
か
ら
活
躍
出

来
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

福
島
東
高
の
選
手
は
引
退
し
ま
し

た
が
、
野
球
部
の
練
習
は
続
け
て
い

ま
す
。
僕
の
野
球
好
き
は
、
た
ぶ
ん

父
の
影
響
が
大
き
い
で
す
ね
。
祖
父

も
プ
ロ
野
球
好
き
で
、
小
さ
い
頃
か

ら
家
の
中
で
は
野
球
の
話
し
が
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

僕
は
将
来
、
教
員
に
な
っ
て
、
出

来
れ
ば
高
校
野
球
の
監
督
を
目
指
し

た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
僕
ら
が
主
役
と
な
っ

て
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
浪
江
の
友
だ
ち
も
ま
た
、

社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
姿
で

会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

秋晴れの11月９日、本宮市白沢総合支所（浪江町本宮出張所）に程近い「白沢
運動場」で、町長杯ソフトボール大会が開催されました。出場した８チームのひと
つ、「トッピーズ」の選手として参加した今泉翔太さんを訪ねました。
残念ながらチームは１回戦で敗退してしまいましたが、高校球児らしい溌溂とし
たバッティングや守りの固いセンターのプレーに、対戦チームＳＳＢの選手たちか
らも盛んな声援が飛んでいました。

▲ひとつひとつの
質問に丁寧に答
えてくれた翔太
さん

バッターボックス
に立つ凛々しい姿

福島県

▲



����

浪江のこころ通信

「浪江のこころプロジェクト」

町
と
一
般
社
団
法
人
東
北

圏
地
域
づ
く
り
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
と
の
協
働
に
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
る
「
浪
江
の
こ
こ

ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

長
期
化
す
る
避
難
生
活
や
先

の
見
え
な
い
不
安
の
中
で
、

町
民
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で

生
活
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思

い
を
抱
い
て
い
る
の
か
を
発

信
し
、
町
民
の
思
い
を
つ
な

げ
る
た
め
に
「
浪
江
の
こ
こ

ろ
通
信
」
を
発
行
し
て
き
ま

し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
来
、

町
民
が
避
難
し
た
先
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
支
援
団
体
関
係
者
に
、

取
材
協
力
者
と
し
て
取
材
や

原
稿
作
成
の
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
本
号
の
発

行
時
点
で
、
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
方
は
全
国
各
地
の

30
団
体
、
88
名
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
取
材
後
も
町
民
か

ら
の
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
な
ど
、
県
外
避
難
者
へ
の

支
援
に
あ
た
っ
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
取
材
協
力
者
が
集
ま

る
情
報
交
換
会
「
浪
江
の
こ

こ
ろ
通
信
　
こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
」
が
、
10
月
12
日
〜

13
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
は
秋

田
県
、
南
は
沖
縄
県
ま
で
全

国
各
地
の
取
材
協
力
者
が
集

い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

振
り
返
り
、
各
地
の
状
況
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
や
浪
江

町
内
へ
の
視
察
等
を
行
い
な

が
ら
、
今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
ま
し
た
。

と
て
も
素
晴
ら
し
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
長
さ
ん
を
は
じ
め
役
場

の
方
々
の
苦
悩
や
熱
い
思
い

を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の

翌
日
に
は
、
荒
涼
と
し
た
、

そ
れ
で
も
海
も
山
も
空
も
心

地
よ
い
南
相
馬
や
浪
江
の
現

場
に
立
ち
、
そ
こ
か
ら
避
難

し
て
い
る
方
々
の
こ
と
を
考

え
る
と
き
胸
ふ
さ
が
れ
る
思

い
が
し
ま
し
た
。

時
間
が
た
て
ば
避
難
先
に

慣
れ
る
と
思
っ
て
い
た
私
は
、

ど
ん
な
に
か
皆
さ
ん
が
望
郷

の
念
を
抱
き
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
か
を
思
い
知
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
は

少
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
一
人
で
も
多
く
の
被
災

者
の
方
の
心
が
少
し
で
も
安

ら
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
秋
田
で
も
避
難

者
の
買
い
物
支
援
や
Ｉ
Ｔ
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

明
後
日
も
、
浪
江
か
ら
い

ら
し
た
方
に
も
お
目
に
か
か

り
ま
す
。

全
国
各
地
の
皆
さ
ん
に
会

え
た
こ
と
も
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
こ
と
の
一
つ
で
す
。

皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
（
10
月
15
日
）

1010月1212日、取材協力者情報交換会の様子日、取材協力者情報交換会の様子
（郡山市市民交流プラザ）（郡山市市民交流プラザ）
10月12日、取材協力者情報交換会の様子
（郡山市市民交流プラザ）

1010月1313日、町内視察の様子日、町内視察の様子
（ふれあいセンター、仮置き場）（ふれあいセンター、仮置き場）
10月13日、町内視察の様子
（ふれあいセンター、仮置き場）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

あ
き
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　高
杉
静
子
　さ
ん

参加者
コメント

取材協力者情報交換会を
開催しました
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10月12日、取材協力者情報交換会の様子
（郡山市市民交流プラザ）

10月13日、町内視察の様子
（ふれあいセンター、仮置き場）

震
災
当
日
は
中
学
校
の
卒
業
式
な

ど
が
あ
り
忙
し
い
日
で
、
妻
と
息
子

は
配
達
に
出
掛
け
店
に
は
娘
と
２
人

で
し
た
。
激
し
い
揺
れ
の
た
め
花
瓶

が
落
ち
て
き
た
り
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が

傾
い
た
り
し
ま
し
た
が
家
族
は
無
事

で
し
た
。
自
宅
は
被
害
が
少
な
く
、

夜
は
居
間
で
家
族
８
人
が
一
緒
に
休

み
ま
し
た
。
翌
日
、
防
災
無
線
な
ど

で
避
難
指
示
を
知
り
津
島
へ
避
難
し
、

３
日
後
、
二
本
松
の
花
屋
の
友
人
か

ら
の
連
絡
で
妻
と
娘
の
３
人
で
避
難

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
３

月
い
っ
ぱ
い
お
世
話
に
な
り
、
４
月

か
ら
郡
山
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
現

在
ま
で
住
ん
で
い
ま
す
。
息
子
夫
婦

と
３
人
の
孫
は
息
子
の
友
人
か
ら
の

連
絡
で
津
島
か
ら
い
わ
き
な
ど
を
経

由
し
、
今
は
お
嫁
さ
ん
の
お
ば
さ
ん

が
住
ん
で
い
る
横
浜
に
避
難
し
て
い

ま
す
。
避
難
生
活
が
短
く
終
わ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
と
は
矛
盾
し

て
い
ま
す
が
、
息
子
に
は
時
間
が
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
こ
れ
か
ら

の
生
活
を
し
っ
か
り
す
る
よ
う
に
話

し
ま
し
た
。

浪
江
で
は
商
工
会
の
商
業
部
会
長

だ
っ
た
の
で
、
事
業
再
開
の
た
め
に

何
か
し
た
い
、
復
興
の
た
め
に
何
か

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
の
総
代
会
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
町
な
み

え
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
仲
間
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
ま
ず
は
新
町
通
り
で

や
っ
て
い
た
盆
踊
り
を
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
二
本
松
で
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
浪
江
の
人
達
３
、
０

０
０
人
が
集
ま
り
、
沢
山
の
出
会
い

か
ら
人
が
集
ま
る
重
要
性
が
わ
か
り

十
日
市
祭
も
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
規
模
は
浪
江
の
３
分

の
１
で
す
が
二
本
松
で
の
開
催
は
数

十
倍
大
変
で
す
。
で
も
、
苦
労
の
甲

斐
が
あ
り
初
年
度
は
３
万
人
の
人
出

で
遠
く
は
九
州
か
ら
来
て
く
れ
た
方

も
い
ま
し
た
。
実
は
こ
の
時
に
忘
れ

ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
い

わ
き
の
借
上
げ
住
宅
に
一
人
暮
ら
し

を
し
て
い
る
90
歳
近
い
お
ば
あ
さ
ん

が
何
度
も
列
車
を
乗
り
換
え
て
杖
を

突
き
な
が
ら
来
て
く
れ
て
「
浪
江
の

人
に
会
い
た
か
っ
た
。
」
と
、
涙
ぐ

ん
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
や
っ
て
い
る

こ
と
が
ひ
と
つ
の
絆
に
な
る
、
お
祭

り
は
生
き
る
元
気
や
勇
気
を
与
え
て

く
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

お
祭
り
だ
け
で
な
く
こ
れ
ま
で
し

て
き
た
団
体
と
し
て
の
活
動
が
人
に

喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
の
は
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
世
代
を
つ
な
い
で

も
浪
江
で
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ふ
る
さ
と
の
町
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
仕
事
を
し

ま
す
が
、
い
つ
か
浪
江
で
花
屋
を
開

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
浪
江

で
の
事
業
再
開
は
俺
の
夢
だ
。」
と
、

仲
間
に
は
い
つ
も
話
し
て
い
ま
す
。

昭和27年開業の「美花」２代目としてフラワーショップを経営されてい
た神長倉豊隆さんは、現在、奥様と娘さんと３人で郡山市にお住まいです。
ＮＰＯ新町なみえの理事長として、各地の交流会や盆踊り、十日市祭など
町民の絆づくりの活動をなさっています。

神長倉豊隆さん（酒田）
取材者：浪江町役場　舛田・鴫原
取材日：11月６日

浪江で“一人でできる花屋”を再開するのが夢
福島県

み はな



http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
TEL 0243（62）4731　 FAX 0243（22）4218発行・編集　福島県浪江町役場復興推進課

資源保護のため広報なみえは再生紙を使用しております
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